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第 1 章

はじめに

ここでは、Cisco MDS 9000シリーズコンフィギュレーションガイドの対象読者、構成、およ
び表記法について説明します。また、関連マニュアルの入手方法についても説明します。

•はじめに（1ページ）
•対象読者（1ページ）
•表記法（1ページ）
•関連資料（2ページ）
•マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート（3ページ）

はじめに
ここでは、Cisco MDS 9000シリーズコンフィギュレーションガイドの対象読者、構成、およ
び表記法について説明します。また、関連マニュアルの入手方法についても説明します。

対象読者
このインストレーションガイドは、電子回路および配線手順に関する知識を持つ電子または電

気機器の技術者を対象にしています。

表記法
このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。

「注釈」です。役立つ情報やこのマニュアルに記載されていない参照資料を紹介しています。（注）

Cisco MDS 9132Tファイバチャネルスイッチハードウェアインストールガイド
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「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて

います。

注意

警告は、次のように表しています。

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。機器の取り扱

い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意してくださ

い。Use the statement number provided at the end of each warning to locate its translation in the translated
safety warnings that accompanied this device.ステートメント 1071。

警告

関連資料
Cisco MDS 9000ファミリのマニュアルセットには次のマニュアルが含まれます。オンライン
でドキュメントを検索するには、次のWebサイトにある Cisco MDS NX-OS Documentation
Locatorを使用してください。

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/storage/san_switches/mds9000/roadmaps/doclocater.html

リリースノート

Http://www.cisco.com/c/en/us/support/storage-networking/mds-9000-nx-os-san-os-software/products-release-notes-list.html
[英語]

『Regulatory Compliance and Safety Information』

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/mds9000/hw/regulatory/compliance/RCSI.html
[英語]

互換性に関する情報

http://www.cisco.com/c/en/us/support/storage-networking/mds-9000-nx-os-san-os-software/products-device-support-tables-list.html
[英語]

インストールおよびアップグレード

http://www.cisco.com/c/en/us/support/storage-networking/mds-9000-nx-os-san-os-software/products-installation-guides-list.html
[英語]

コンフィギュレーションガイド

http://www.cisco.com/c/en/us/support/storage-networking/mds-9000-nx-os-san-os-software/products-installation-and-configuration-guides-list.html
[英語]

CLI

http://www.cisco.com/c/en/us/support/storage-networking/mds-9000-nx-os-san-os-software/products-command-reference-list.html
[英語]

トラブルシューティングおよび参考資料

Cisco MDS 9132Tファイバチャネルスイッチハードウェアインストールガイド
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http://www.cisco.com/c/en/us/support/storage-networking/mds-9000-nx-os-san-os-software/tsd-products-support-troubleshoot-and-alerts.html
[英語]

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
ドキュメントの入手、CiscoBugSearchTool（BST）の使用、サービス要求の送信、追加情報の
収集の詳細については、『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。

新しく作成された、または改訂されたシスコのテクニカルコンテンツをお手元で直接受け取る

には、『What'sNew inCiscoProductDocumentation』RSSフィードをご購読ください。RSSフィー
ドは無料のサービスです。
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第 2 章

製品概要

Cisco MDS 9132T 32-Gbps 32ポートファイバチャネルスイッチは、強力なコンパクト 1ラッ
クユニット（1RU）SANファブリックスイッチです。このデバイスには次の主要な機能があ
ります。

• 32 x 32 Gbpsは全ラインレートファイバチャネルポートです。

•プラグ接続できるモジュラライセンス拡張モジュール（LEM）は、フィールド交換可能
ユニット（FRU）として挿入および取り外し可能です。

•ホットスワップが可能な冗長電源およびファンモジュール。

•インサービスソフトウェアアップグレード（ISSU)、仮想 SAN（VSAN）、内部 VSAN
ルーティング（IVR）、セキュリティ機能、およびQoSなどのエンタープライズクラスの
機能。

•自己診断テスト（GOLD - Generic OnLine Diagnostics）、リンクテスト（ISLおよび Fポー
トリンク診断）、ピアポート統計クエリ（RDP - Read Diagnostic Parameters）などの拡張
診断。

の交換

正面図

次は Cisco MDS 9132Tスイッチの前面図です。

Cisco MDS 9132Tファイバチャネルスイッチハードウェアインストールガイド
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図 1 : Cisco MDS 9132Tスイッチの前面図

FCポート7シリアルコンソール

ポート

1

エアフローグリル8システムステータス
LED

2

ラック設置取り付けレール9電源装置ステータス
LED

3

ライセンス拡張モジュール（LEM）10ファンステータス
LED

4

LEMエジェクタ11USBポート5

LEM固定ネジ1210/100/1000Mbpsイー
サネット管理ポート x
2

6

背面図

次は Cisco MDS 9132Tスイッチの背面図です。

図 2 : Cisco MDS 9132Tスイッチの背面図

PSU固定ラッチ5電源装置ユニットファ

ン

1
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ラック設置取り付けレール6電源装置ユニットハン

ドル

2

電源ユニット（2ユニット）7電源レセプタクル3

シャーシファンのモ

ジュール（4ユニット）
4

次の図は、Cisco MDS 9132Tスイッチの接地点を示しています。

図 3 : Cisco MDS 9132Tスイッチの接地点

アースポスト1

•ファンモジュール（8ページ）
•電源モジュール（9ページ）
•ラインカード拡張モジュール（10ページ）
•スイッチ LED（12ページ）
•サポートされる SFP+トランシーバ（15ページ）
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ファンモジュール
Cisco MDS 9132Tスイッチには、正常に機能する 2つのファンモジュールの最小値が必要で
す。ファンモジュールの1つが取り外された場合でも動作が継続可能で、プリセット温度しき
い値を超えない、最大4つのホットスワップ可能なファンモジュールをサポートしています。
電源を切ることなくファンモジュールをスワップできます。

図 4 : MDS 9132Tファンモジュール

ホットまたはコールド通路とラックの構成を冷却異なるデータセンターを容易にし、ファンモ

ジュールの2つのモデルがあります。最初のタイプとポートの側の受け入れへの冷却があり、
シャーシの背面に達するとします。2番目の種類では、反対方向においては、つまり、シャー
シの背面の受け入れ、ポート側排気口への冷却があります。ファンモジュールへの冷却方向

は、次のように各ファンモジュール上で表されます。

•赤：ポート側で吸気するエアーフロー
•青：ポート側で排気するエアーフロー

次の図では、ファンの空白モジュールを示しています。

図 5 :ファンの空白モジュール

Cisco MDS 9132Tファイバチャネルスイッチハードウェアインストールガイド
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十分なへの冷却を維持するために、スイッチが 2または 3つのファンモジュールで実行されて
いるときにファン空白モジュールを挿入します。

インストールおよびファン modulssの削除の詳細についてを参照してください、ファンモ
ジュールの取り付けおよび取り外しセクション。

電源モジュール
Cisco MDS 9132Tスイッチでは、少なくとも 1つのホットスワップ可能な電源装置 (PSU)が正
常に機能している必要があります。最大2個のホットスワップ可能なPSUをサポートします。
各装置の前面プレートには電源レセプタクルとステータス LEDがあり、シャーシでの装置の
取り付けまたは取り外しのためのハンドルがあります。単独の PSU障害、または単独の PSU
への外部AC入力に障害が発生した場合（システムが冗長電源モードで設定されている場合）、
スイッチは引き続き動作します。スイッチをシャットダウンすることなく、PSUを個別に交
換することができます。

スイッチでは、次の PSUのいずれかがサポートされています。

• 650W AC、ポート側排気口バリアント（スイッチあたり最大 2個）

• 650W AC、ポート側吸気口バリアント（スイッチあたり最大 2個）

スイッチでは、同時に1個のエアーフロータイプのPSUのみサポートしています。両方のPSU
をポート側排気口、ポート側吸気口、 PSUにする必要があります。

図 6 : Cisco MDS 9132T PSU

ホットまたはコールドアイルおよびラックの異なるデータセンターの冷却設定を可能にするた

め、電源ユニットには 2つのモデルがあります。最初のタイプには、ポート側から吸入し、
シャーシの背面から排気するエアーフローがあります。2番目のタイプには、反対側にエアー
フローがあり、背面シャーシが吸入してポート側が排気します。エアーフローの方向は各PSU
で次のように示されます。

•赤：ポート側で吸気するエアーフロー

•青：ポート側で排気するエアーフロー

Cisco MDS 9132Tファイバチャネルスイッチハードウェアインストールガイド
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PSUエアーフローの方向は、ファンモジュールの方向に一致する必要があります。（注）

次の図は、電源空白モジュールを示します。

図 7 :電源空白モジュール

十分なエアーフローを維持するため、スイッチにあるPSUが1個のみの場合電源空白モジュー
ルを挿入します。

PSUの設置と取り外しに関する詳細は、「電源装置の取り付けと取り外し」セクションを参照
してください。

ラインカード拡張モジュール
ラインカード拡張モジュール（LEM）では、CiscoMDS 9132Tスイッチのプラグ接続可能な拡
張モジュールです。LEMには 16x32-Gbpsポートがあり、スイッチにより自動的に検出され有
効になります。

Cisco MDS 9132Tファイバチャネルスイッチハードウェアインストールガイド
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図 8 : Cisco MDS 9132T LEM

次の図は、ラインカードの拡張空白モジュールを示します。

図 9 :ラインカード拡張空白モジュール

十分なエアーフローを維持するには、スイッチに LEMがない場合にラインカード拡張空白モ
ジュールを挿入します。

Cisco MDS 9132Tファイバチャネルスイッチハードウェアインストールガイド
11

製品概要

ラインカード拡張モジュール



LEMの設置と取り外しに関する詳細は、「ライセンス拡張モジュールの設置と取り外し」の
章を参照してください。

スイッチ LED
次の表に、Cisco MDS 9132Tスイッチのシャーシアクティビティ LEDについて説明します。

状態ステータ

ス

色機能参照先インジケータ

次のいずれかの状況が

発生しています。

• PSUからシステム
に十分な電力が供

給されていませ

ん。

•オペレーティング
システムが動作し

ていません。

オフ

（Off）
オフ

（Off）
シャーシの電力

および状態

シャーシの前

面パネル

電源 LED

両方の PSUが取り付け
られ、動作していま

す。

点灯グリーン

次のいずれかの状況が

発生しています。

• PSUで障害が発生
しました。

• PSUが削除されま
した。.

点灯赤

Cisco MDS 9132Tファイバチャネルスイッチハードウェアインストールガイド
12

製品概要

スイッチ LED



状態ステータ

ス

色機能参照先インジケータ

すべての診断に合格し

ました。NX-OSが動作
しており、システムが

稼働しています。

点灯グリーンシステムステー

タス[しすてむす
てーたす]

シャーシの前

面パネル

ステータス
LED

次のいずれかの状況が

発生しています。

•システムでブート
アップ診断が実行

中です。

•システムはブート
中です。

•現在、マイナー温
度しきい値を超え

ています。

点灯オレンジ

次のモジュールのいず

れかで一致しないエ

アーフロー方向が確認

されました。

•ファンのモジュー
ル：10～15秒間に
スイッチがダウン

します。

• PSU：10分後にス
イッチがダウンし

ます。

•ファンのモジュー
ルおよび PSU：10
分後にスイッチが

ダウンします。

点滅赤

点灯

Cisco MDS 9132Tファイバチャネルスイッチハードウェアインストールガイド
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状態ステータ

ス

色機能参照先インジケータ

次のいずれかの状況が

発生しています。

•診断テストが失敗
したか、または

ブートアップ中に

別の障害が発生し

ました。

•現在、メジャー温
度しきい値を超え

ています。

すべてのファンモ

ジュールが動作してい

ます。

点灯グリーンファンの健全性シャーシの前

面パネル

ファンステー

タス

Fan failure.点灯赤

PSUへの入力がありま
せん。

消灯グリーンPSU入力/出力各PSUの前面
プレート

PSUステータ
スインジケー

タ
PSU出力が正常です点灯

PSUの出力が正常では
ありませんが、入力は

正常です。

点滅

PSUは正常に動作して
います。

消灯オレンジPSU操作

PSUで次のいずれかの
状況が発生していま

す。

過電圧

過電流

Over temperature

Fan failure.

点灯

PSUで障害が発生しま
したが、PSUは動作し
ています。

点滅

Cisco MDS 9132Tファイバチャネルスイッチハードウェアインストールガイド
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状態ステータ

ス

色機能参照先インジケータ

ファンモジュールは正

常に動作しています。

点灯グリーンファンモジュー

ルの健全性

各ファンモ

ジュールの前

面プレート

Fan Status

ファンモジュールのす

べてのファンで障害が

発生しています。

点灯オレンジ

次の表では、CiscoMDS9132TスイッチのイーサネットポートLEDについて説明しています。

状態Status（ステータ
ス）

LEDの場
所

リンクはありません。消灯左

物理的なリンクを示します。グリーン

アクティビティがありません。消灯権限

アクティビティを示します。グリーンに点滅

次の表では、Cisco MDS 9132Tスイッチのファイバチャネルポート LEDについて説明してい
ます。

状態Status（ステータス）

リンクがアップの状態です。グリーンで点灯

リンクがアップ状態です（ポートを特定するにはビーコンを使用し

ます)。
規則的にグリーンに点

滅

リンクがアップ状態です（ポート上のトラフィックを示します）。断続的にグリーンに点

滅

リンクがソフトウェアによって無効になっています。オレンジに点灯

障害が解消されていません。オレンジで点滅

リンクはありません。消灯

サポートされる SFP+トランシーバ
SFP+トランシーバは現場交換可能です。スイッチでサポートされるSFP+トランシーバの任意
の組み合わせを使用できます。唯一の制限は、SWLトランシーバはピアデバイスのSWLトラ
ンシーバと組み合わせ、LWLトランシーバはピアデバイスの LWLトランシーバと組み合わ

Cisco MDS 9132Tファイバチャネルスイッチハードウェアインストールガイド
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せ、ケーブルは信頼性の高い通信を実現するために規定のケーブル長を超えてはならないこと

です。

Cisco MDS 9132Tスイッチでサポートされている SFP +トランシーバの一覧については、 SFP
トランシーバの仕様セクション。SFP+トランシーバは、個別にまたは Cisco MDS 9132Tス
イッチとあわせて注文できます。

Cisco MDS 9132Tスイッチには Cisco SFP+トランシーバだけを使用します。それぞれの Cisco
SFP+トランシーバには、そのSFP+トランシーバがスイッチの要件を満たしているかどうかを
スイッチで確認できるように、モデル情報がコード化されています。

（注）

Cisco MDS 9132Tファイバチャネルスイッチハードウェアインストールガイド
16

製品概要

サポートされる SFP+トランシーバ



第 3 章

キャビネットおよびラックへの設置

•キャビネットおよびラックの要件（17ページ）

キャビネットおよびラックの要件
ここでは、外部の周囲温度が 0～ 40 °Cであると想定し、次の種類のキャビネットおよびラッ
クに設置する場合の Cisco MDS 9000シリーズスイッチの要件を示します。

•標準穴あき型キャビネット

•ルーフファントレイ（下から上への冷却用）付きの 1枚壁型キャビネット

閉鎖型キャビネットに設置する場合には、上記の標準穴あき型またはファントレイ付き1枚壁
型の温度調節タイプを使用することを推奨します。

（注）

キャビネットおよびラックの一般的な要件

キャビネットまたはラックは、次のいずれかのタイプである必要があります。

•標準 48.3 cm（19インチ）、ANSI/EIA-310-D-1992のセクション 1に基づく英国ユニバー
サルピッチの規格に準拠している取り付け支柱付き 4支柱 EIAキャビネットまたはラッ
ク。「穴あき型キャビネットの要件」および「1枚壁型キャビネットの要件」の項を参照
してください。

•標準 2支柱 Telcoラック、ANSI/EIA-310-D-1992のセクション 1に準拠した英国ユニバー
サルピッチに適合する取り付けポスト付き。

また、キャビネットまたはラックは、次の要件を満たしている必要があります。

•シャーシあたりの縦方向の最小ラックスペースが 1 RU（ラックユニット）、つまり 4.4
cm（1.75インチ）である必要があります。

Cisco MDS 9132Tファイバチャネルスイッチハードウェアインストールガイド
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•取り付け支柱端内部間の幅は、最低でも 17.75インチ（45.1 cm）必要です。4支柱 EIA
ラックの場合、前方の 2本の支柱の距離が 17.75インチ（45.1 cm）であること。

•次の表に示すラックユニット（RU）あたりの最小ラックロード評価。

MDS 9132Tラックタイプ

7.5ポンド（3.4 kg）EIA（4支柱）

15ポンド（6.8 kg）Telco（2支柱）

• 4支柱 EIAキャビネット（穴あき型または 1枚壁型）の場合：

•光ファイバケーブルの最小曲げ半径を確保するために、キャビネットの前方取り付け
支柱から前面扉までに 7.6 cm（7.6 cm）。

•前面取り付け支柱の外側の面と背面取り付け支柱の外側の面の間隔は、背面ブラケッ
トを取り付けられるようにするには、66～ 81 cm（26～ 32インチ）必要です。

•シャーシの背面とキャビネットの穴あき型背面ドア間に 3.0インチ（7.6 cm）（使用
する場合、キャビネットのエアーフローに必要）。

•シャーシとラックまたはキャビネットの側面のスペースは不要（横方向のエアーフ
ローなし）。

キャビネットでオプションのジャンパ電源コードが使用できます。「ジャンパ電源コード」の

項を参照してください。

（注）

穴あき型キャビネットの要件

「キャビネットおよびラックの一般的な要件」の項に示す要件に加えて、穴あき型キャビネッ

トは、次の要件を満たす必要があります。

•前面扉および背面扉の開孔率が 60 %以上であること。扉の高さの 1 RUあたり 96.8平方
cm（15平方インチ）以上開口部があること。

•ルーフの開孔率が 20 %以上の穴あき型であることを推奨します。ただしキャビネットに
Cisco MDS 9132Tスイッチだけが収容されている場合は、ルーフは穴あき型である必要は
ありません。

•キャビネットの床面は、冷却を強化するため穴あき型または開口型であることが推奨され
ますが、これは必須ではありません。

基準穴あき型キャビネット

前述の要件に適合する穴あき型キャビネットは、Rittal Corporationから入手できます。

Cisco MDS 9132Tファイバチャネルスイッチハードウェアインストールガイド
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Rittal Corporation One Rittal Place Springfield, OH 45504 �����(800) 477-4000 �����������Rittal
9969427 ����������PS-DK/OEM ������ ������1998 x 600 x 1000�H x W x D��42U�

1枚壁型キャビネットの要件
「キャビネットおよびラックの一般的な要件」の項に示す要件に加えて、1枚壁型キャビネッ
トは、次の要件を満たす必要があります。

•キャビネットの最下部から空気を取り込んで最上部から送出し、キャビネット上部からの
エアーフローの送出量が 849.5 m3/hであるルーフファントレイと冷却機構を備えている
こと。

•下から上に適切に通気されるように、前面扉、背面扉、および両側面がすべて閉鎖型（穴
なし）であること。

•扉を閉じて十分なエアーフローを確保するため、キャビネット全体の奥行が 91.4～ 106.7
cm（36～ 42インチ）である必要があります。

•キャビネットの床面吸気口として、968㎠（150平方インチ）以上が開いていること。

•吸気を妨げないように、最下部の機器を床面開口部から最低 4.4 cm（1.75インチ）上に設
置できること。

Cisco MDS 9132Tファイバチャネルスイッチハードウェアインストールガイド
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第 4 章

Cisco MDS 9132Tスイッチの設置

この章では、Cisco MDS 9132Tスイッチとそのコンポーネントを設置する方法について説明し
ます。

システムの設置、操作、または保守を行う前に、『Regulatory Compliance and Safety Information
for the Cisco MDS 9000 Family』を参照し、安全に関する重要な情報を確認してください。

（注）

この装置は、立ち入りが制限された場所への設置を前提としています。立ち入りが制限された

場所とは、特殊なツール、ロックおよびキー、または他のセキュリティ手段を使用しないと入

室できない場所を意味します。ステートメント 1017

警告

この装置の設置、交換、または保守は、訓練を受けた相応の資格のある人が行ってください。

ステートメント 1030
警告

新しい各スイッチにはライセンスが必要です。ライセンスのインストール手順については、

『Cisco MDS 9000 Family NX-OS Licensing Guide』を参照してください。
（注）

•インストール前（22ページ）
•スイッチの設置（28ページ）
•スイッチのアース接続（35ページ）
•コンポーネントの取り付けと取り外し（35ページ）
•スイッチの電源投入（41ページ）
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インストール前
ここでは次の内容について説明します。

Installation Options
Cisco MDS 9132Tスイッチは、次の方法で設置することができます。

•開放型 EIAラックの場合

•穴あき型 EIAキャビネットの場合

ラックマウントキットを使用すると、スイッチをさまざまな深さのラックに設置できます。

ラックマウントキット部品により、シャーシのポート接続端、またはファンおよび電源モジュー

ル付きのシャーシの終端のいずれかに容易にアクセスできるようにスイッチを配置できます。

ラックマウントキットを設置する方法については、「スイッチの設置」を参照してください。

Cisco MDS 9000ファミリ Telcoおよび EIAシェルフブラケット
オプションの Telcoおよび EIAシェルフブラケットキット（製品番号 DS-SHELF=）は、取り
付け時にCiscoMDS 9132Tスイッチを一時的または永続的に支えることができます。前面ラッ
クマウントブラケットがラック取り付けレールにしっかりと固定されたら、シェルフブラケッ

トを取り外すことができます。

このキットでは次のコンフィギュレーションがサポートされています。

• 2支柱 Telcoラックに装着された Cisco MDS 9132Tスイッチ

• 4支柱 EIAラックに装着された Cisco MDS 9132Tスイッチ

このオプションキットはスイッチに付属していません。キットの発注については、製品を購入

した代理店にお問い合わせください。

（注）

ここでは、オプションの Telcoおよび EIAシェルフブラケットキットを使用してラックまた
はキャビネットに Cisco MDS 9132Tスイッチを取り付ける手順を説明します。

シェルフの設置に関するガイドライン

ラックにキャスタが付いている場合、ブレーキがかかっているか、または別の方法でラックが

固定されていることを確認してください。

注意
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EIAラックにこのキットを取り付ける場合、シェルフを4つすべてのラックマウントポストに
取り付けます。EIAポストは十分な厚さがないため、2つのポストのみが使用されている場合、
シェルフブラケットが曲がることを防ぎます。

注意

シェルフブラケット取り付け前の作業

シェルフブラケットを取り付ける前に、キットの内容を確認します。次の表に、シェルフブ

ラケットキットの内容を示します。

部品数量

スライダブラケット2

シェルフブラケット2

クロスバー1

10-32 x 3/8インチなべネジ2

12-24 x 3/4インチプラスネジ16

10-24 x 3/4インチプラスネジ16

必要な工具

この取り付けには次の機器が必要です。

• No.2プラスドライバ

•巻き尺と水準器（シェルフブラケットを水平にするため）

2支柱 Telcoラックへのシェルフブラケットキットの取り付け

次の図は、2支柱 Telcoラックにシェルフブラケットキットを取り付ける方法を示していま
す。
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図 10 : Telcoラックへのシェルフブラケットキットの取り付け

10-32ネジ3Rack-mounting post1

クロスバー4シェルフブラケット2

Telcoラックにシェルフブラケットを取り付ける手順は、次のとおりです。

ステップ 1 上記の図に示すように、ラック取り付け支柱の内側にシェルフブラケットを配置し、シェルフブラケット
の前面にあるネジ穴と、ラック取り付け支柱にある穴の位置を合わせます。4本以上の 12-24または 10-24
のネジを使用して、ラック取り付け支柱にシェルフブラケットを取り付けます。

シェルフブラケットの一番下の穴は、ラック取り付け支柱にあるラックユニットの一番下の穴

（1/2インチのスペースのすぐ上にある穴）と位置が合っている必要があります。
（注）

ステップ 2 他のシェルフブラケットでも同じ手順を繰り返します。

ステップ 3 シェルフブラケットの高さが揃っていることを確認します（必要に応じて水準器または巻き尺を使用）。

ステップ 4 上記の図に示すように、10-32ネジを使用してシェルフブラケットの背面にクロスバーを取り付けます。

4支柱 EIAラックへのシェルフブラケットキットの取り付け

次の図は、4支柱EIAラックにシェルフブラケットキットを取り付ける方法を示しています。
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図 11 : EIAラックへのシェルフブラケットキットの取り付け

クロスバー4Rack-mounting post1

10-32ネジ5シェルフブラケット2

Slider post3

EIAラックにシェルフブラケットを取り付ける手順は、次のとおりです。

ステップ 1 上記の図に示すように、ラック取り付け支柱の内側にシェルフブラケットを配置します。シェルフブラ
ケットの前面にあるネジ穴と、前面ラック取り付け支柱にある穴の位置を合わせます。4本以上の12-24ま
たは 10-24のネジを使用して、前面ラック取り付け支柱にシェルフブラケットを取り付けます。

シェルフブラケットの一番下の穴は、ラック取り付け支柱にあるラックユニットの一番下の穴

（1/2インチのスペースのすぐ上にある穴）と位置が合っている必要があります。
（注）

ステップ 2 他のシェルフブラケットでも同じ手順を繰り返します。

ステップ 3 シェルフブラケットの高さが揃っていることを確認します（必要に応じて水準器または巻き尺を使用）。

ステップ 4 上記の図に示すように、10-32ネジを使用してシェルフブラケットにクロスバーを取り付けます。

ステップ 5 上記の図に示すように、シェルフブラケットにスライダ支柱を挿入します。4本以上の 12-24または 10-24
のネジを使用して、背面ラック取り付け支柱に取り付けます。
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スイッチの事前インストール

エアーフローに関する考慮事項

スイッチには、スイッチを冷却するためのポート側吸気エアーフローまたはポート側排気エ

アーフローのどちらかが備わったファンと電源モジュールが付属しています。スイッチのポー

ト端をコールドアイルに配置する場合は、赤色のカラーリングが付いたポート側吸気ファン電

源モジュールがスイッチに搭載されていることを確認します。ファンと電源モジュールをコー

ルドアイルに配置する場合は、青色のカラーリングが付いたポート側排気ファン電源モジュー

ルがスイッチに搭載されていることを確認します。ファンと電源モジュールはすべて、同じエ

アーフロー方向になっていなければなりません。

AC電源システムの接続に関する注意事項

Cisco MDS 9396Sスイッチの AC電源を設置場所の電源に接続するには、次の基本ガイドライ
ンに従ってください。

•各電源装置には、それぞれ専用の分岐回路を持たせるようにしてください。

•各国および地域の規定に準拠した回路を使用してください。

•シャーシとプラグ接続するAC電源レセプタクルには、アース付きのタイプを使用してく
ださい。レセプタクルに接続するアース用導体は、設置場所の施設の保護アースに接続す

る必要があります。

インストールのガイドライン

Cisco MDS 9132T Switchをインストールするときは、これらの注意事項に従ってください。

•スイッチを設置する前に、設置場所を検討して準備します。推奨される設置場所計画作業
の一覧については「設置場所の準備およびメンテナンス記録」の項を参照してください。

•スイッチの作業に支障がないように、また適切なエアーフローが確保されるように、ス
イッチ周辺に十分なスペースを確保できることを確認してください（エアーフローの要件

は「技術仕様」の項に記載されています）。

•コールドアイルから冷気を吸気し、ホットアイルへ排気を行うように、スイッチがラッ
クに配置されていることを確認します。詳細については、「エアーフローに関する考慮事

項」の項を参照してください。

•空調が、「技術仕様」の項に記載されている熱放散の要件に適合していることを確認して
ください。

•キャビネットまたはラックが、「キャビネットおよびラックへの設置」の項に記載された
要件に適合していることを確認します。

•シャーシが適切にアースされていることを確認します。スイッチを設置するラックがアー
スされていない場合には、シャーシと電源の両方をアース接続することを推奨します。
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•設置場所の電源が、「技術仕様」に記載された電源要件に適合していることを確認しま
す。使用可能な場合は、電源障害に備えて無停電電源装置（UPS）を使用してください。

鉄共振テクノロジーを使用する UPSタイプは使用しないでください。このタイプの UPSは、
Cisco MDS 9000ファミリスイッチなどのシステムに使用すると、データトラフィックパター
ンの変化によって入力電流が大きく変動し、動作が不安定になることがあります。

注意

•回路の容量が、各国および地域の規格に準拠していることを確認します。

北米では、650 Wの電源装置には 15 Aの回路が必要です。北米で 200または 240 VAC電
源を使用する場合、回路を 2極回路ブレーカーで保護する必要があります。

入力電力の損失を防ぐには、スイッチに電力を供給する回路上の合計最大負荷が、配線とブ

レーカーの定格電流の範囲内となるようにしてください。

注意

•スイッチをインストールおよび設定したら、「設置場所の準備およびメンテナンス記録」
セクションに一覧化されている情報を記録します。

スイッチの開梱および確認

スイッチのコンポーネントを取り扱うときは、静電気防止用ストラップを着用し、モジュール

のフレームの端だけを持ってください。ESDソケットはシャーシ上に付いています。ESDソ
ケットを有効にするには、電源コードまたはシャーシのアースを使用してシャーシをアース接

続するか、またはアースされたラックとシャーシの金属部分を接触させてください。

注意

シャーシを輸送する場合に備えて、輸送用の箱は保管しておいてください。ヒント

スイッチは、厳密に検査した上で出荷されています。輸送中の破損や内容品の不足がある場合

には、ただちにカスタマーサービス担当者に連絡してください。シスコのサポートをシスコの

リセラーからご購入された場合は、リセラーに直接お問い合わせください。サポートを Cisco
から直接ご購入された場合は、Ciscoテクニカルサポートにご連絡ください。

（注）

梱包内容を確認する手順は、次のとおりです。

1. カスタマーサービス担当者から提供された機器リストと、梱包品の内容を照合します。次
の品目を含め、すべての品目が揃っていることを確認してください。

•アースラグキット
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•ラックマウントキット

•静電気防止用リストストラップ

•ケーブルとコネクタ

•発注したオプションの品目

2. 破損の有無を調べ、内容品の間違いや破損がある場合には、カスタマーサービス担当者に
連絡してください。次の情報を用意しておきます。

•発送元の請求書番号（梱包明細を参照してください）

•破損している装置のモデルとシリアル番号

•破損状態の説明

•破損による設置への影響

3. すべての電源モジュールとファントレイが、予想されるエアーフローの方向になっている
かどうかを確認します。ポート側吸気エアーフローモジュールは赤色、ポート側排気エ

アーフローモジュールは青色です。詳細については、「電源モジュール」と「ファンモ

ジュール」のセクションを参照してください。

スイッチの設置
このセクションでは、ラックマウントキットを使用して、「キャビネットおよびラックの要

件」の項に記載されている要件に適合するキャビネットまたはラックに Cisco MDS 9132Tス
イッチを設置する方法について説明します。

シェルフブラケット上にスイッチを取り付ける（オプション）

ここでは、シェルフブラケットの上にスイッチを取り付ける手順の概要を示します。

Before you install, operate, or service the system, refer to the Regulatory Compliance and Safety Information
for the Cisco MDS 9000 Family for important safety information.

（注）

シェルフブラケットの上にスイッチを取り付けるには、次の手順を使用します。

ステップ 1 シェルフブラケットが平行になっており、しっかりとラックマウントポストに取り付けられていて、クロ
スバーがシェルフブラケットにしっかりと取り付けられ、ラックが安定していることを確認します。

ステップ 2 シェルフブラケットにスイッチを挿入し、位置が正しいことを確認します。

ステップ 3 スイッチをラックマウントのポストに取り付けます。
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ラックがすでにアースされている場合でも、シャーシをアースすることを推奨します。シャーシ

には、アースラグを接続するための、M4ネジ穴が 2つあるアースパッドが付いています。
注意

アースラグは、NRTLにリストされているか、銅製の導体と互換性のあるものを使用する必要が
あります。電流容量が米国電気工事規程（NEC）に準拠する銅製の導体（ワイヤ）のみを使用す
る必要があります。

（注）

4個のポストラックヘのスイッチの設置
スイッチを取り付けるには、前面および背面取り付けブラケットをスイッチに取り付け、スラ

イダレールをラックの背面に取り付け、スイッチをスライダレール上でスライドさせ、スイッ

チをラックの前面に固定します。通常は、ラックの前面が側面になるようにすると簡単に保守

を行えます。

始める前に

•届いたスイッチを確認し、注文したすべての部品が揃っているかを確認します。

•スイッチのラックマウントキットに次の部品が含まれていることを確認してください。

•前面ラックマウントブラケット（2）

•背面ラックマウントブラケット（2）

•スライダレール（2）

• M4 x 0.7 x 8 mmのさらネジ（12）

•ラックを所定の場所に取り付けて固定します。

ステップ 1 次の手順に従って、スイッチに 2つのフロントマウントブラケットを取り付けます。

1. 次のように、シャーシのどちらの端をコールドアイルに配置するかを決めます。

•スイッチにポート側吸気モジュール（赤色のファンモジュール）がある場合は、スイッチのポー
トがコールドアイルに位置するようにルータを配置します。

•スイッチにポート側排気モジュール（青色のカラーリングのファンモジュール）がある場合は、
ファンと電源モジュールがコールドアイル側になるようにスイッチを配置します。

2. 4個のネジ穴がシャーシ側面のネジ穴に合うようにフロントマウントブラケットを配置します。

前面ラックマウントブラケットの任意のネジ穴 4個を、シャーシ側面の 6個のネジ穴のうち
の 4個に揃えることができます。使用する穴は、ラックの要件およびインターフェイスケー
ブル（最小 3インチ（76mm））およびモジュールハンドル（最小 1インチ（25mm））に必
要な隙間の量によって異なります。

（注）
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2 & 3。前面ラックマウントブラケット1 & 4です。4個のM4ネジ

3. 4本のM4ネジを使用してフロントマウントブラケットをシャーシに固定し、12インチポンド（1.36
N·m）のトルクで各ネジを締めます。

4. ステップ 1を繰り返し、スイッチの反対側にもう一方の前面ラックマウントブラケットを取り付け、
スイッチの前面から同じ距離にそのブラケットを配置します。

ステップ 2 次の手順に従って、シャーシに 2つの背面ラックマウントブラケットを取り付けます。

1. 背面ラックマウントブラケットの 2個のネジ穴を、シャーシ側面にある残りの 6個のネジ穴の中間の
2個のネジ穴の位置に合わせます。ガイドをシャーシのポートの接続端近くの穴の位置に合わせる場
合。

2. 2本のM4ネジでシャーシにガイドを取り付けます。12インチポンド（1.36N·m）のトルクでネジを締
めます。

3. ステップ 2を繰り返して、スイッチの反対側にもう一方の背面ラックマウントブラケットを取り付け
ます。

ステップ 3 シャーシが接地されているラックに取り付けられていない場合、「スイッチのアース接続」で説明される
ように、顧客から提供された接地ワイヤをシャーシに取り付ける必要があります。アースされたラックに

シャーシを接地する場合は、このステップは省略できます。

ステップ 4 次の手順に従って、スライダレールをラックまたはキャビネットに取り付けます。

1. スライダレールに使用するラックまたはキャビネットの 2本の支柱を決定します。ラックまたはキャ
ビネットの4本の垂直な支柱のうち、2本の支柱にはシャーシの終端に最も簡単にアクセスできるよう
に取り付けられた前面マウントブラケットに使用され、その他 2本の支柱にはスライダレールが取り
付けられます。
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2. スライダレールをラック後方の目的のレベルに合わせ、ラックのねじ山タイプに応じて、2本の 12-24
ネジまたは 2本の 10-32ネジを使用して、ラックにポストを取り付けます。12-24ネジを 30インチポ
ンド（3.39 N·m）のトルクで締め、10-32ネジを 20インチポンド（2.26 N·m）トルクで締めます。

3. ステップ 3を繰り返し、ラックの反対側にもスライダレールを取り付けます。

スライダーレールのが同じ高さになっているか確認するには、レベルツール、テープメジャーを使用

するか、垂直方向の取り付けポストのネジ穴を慎重に数える必要があります。

ステップ 5 次の手順に従って、スイッチをラックに差し込んで取り付けます。

2.顧客から提供されたラックマウントネジです。1.シャーシのファントレイ端

1. 両手でスイッチを抑えて、スライダーレールが取り付けられていないラックまたはキャビネットの間
のスイッチに、2個の背面ラックマウントブラケットの位置を合わせます。

2. ラックに取り付けたスライダレールにスイッチの両側の 2つの背面ラックマウントガイドを合わせま
す。ラックマウントガイドをスライダレールに滑り込ませ、前面ラックマウントブラケットがラック

またはキャビネットの 2本の支柱に触れるまでスイッチをラックにスライドさせます。

接地ケーブルをシャーシに取り付ける場合、ラックマウントポストをの 1個を少し曲げてポ
ストの裏に接地ラグが移動できるようにする必要があります。

（注）

3. 2つの前面ラックマウントブラケットのそれぞれに 2本のネジ（ラックタイプによって、12-24または
10-32ネジ、合計で4本のネジを使用）を挿入している間、およびケージナットまたは垂直のラック取
り付けレールのネジ穴に挿入している間、シャーシレベルを維持します。

4. 10-32ネジは 20インチポンド（2.26 N·m）で締め、12-24ネジは 30インチポンド（3.39 N·m）で締めま
す。
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ステップ 6 アース線をシャーシのアースパッドに接続した場合、線のもう一方の端を設置場所のアースに接続しま
す。

2支柱ラックへのスイッチの取り付け

始める前に

ステップ 1 次の手順に従って、スイッチに 2つのラックマウントブラケットを取り付けます。

a) 次のように、シャーシのどちらの端をコールドアイルに配置するかを決めます。

•スイッチにポート側吸気モジュール（赤色のファンモジュール）がある場合は、スイッチのポー
トがコールドアイルに位置するようにルータを配置します。

•スイッチにポート側排気モジュール（青色のカラーリングのファンモジュール）がある場合は、
ファンと電源モジュールがコールドアイル側になるようにスイッチを配置します。

b) 4個のネジ穴がシャーシ側面のネジ穴に合うようにラックマウントブラケットを配置します。次に、4
本のM4ネジでシャーシに前面マウントブラケットを固定します

前面ラックマウントブラケットのネジ穴 4個を、シャーシ前面のネジ穴 4個、またはシャー
シ後側のネジ穴4個に揃えることができます。使用する穴は、シャーシのどちらの側面をコー
ルドアイル側にするかによって異なります。

（注）

図 12 :シャーシ前面へのラックマウントブラケットの取り付け
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図 13 :シャーシ背面へのラックマウントブラケットの取り付け

c) 手順 1bを繰り返し、スイッチの反対側にもう一方の前面ラックマウントブラケットを取り付け、ス
イッチの前面から同じ距離にそのブラケットを配置します。

ステップ 2 2支柱ラックにスイッチを取り付けます

a) 両手でスイッチを持ち、ラックの 2支柱の間に後ろ向きでスイッチを入れます。次に、前面のラック
マウントブラケットが 2つのラックの支柱に接触するまで、ルータをゆっくり移動します。

b) シャーシを水平に持って、2本のネジ（ラックのタイプに応じて 12-24または 10-32）を垂直ラックの
取り付け支柱のケージナットまたはネジ穴を通るように、それぞれ 2つの前面ラックマウントブラ
ケット（合計 4本のネジを使用）に差し込みます。
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図 14 : 2支柱ラックにスイッチを取り付ける

c) 10-32ネジは 20インチポンド（2.26 N·m）で締め、12-24ネジは 30インチポンド（3.39 N·m）で締め

シェルフブラケットキットの取り外し（オプション）

CiscoMDS 9132Tスイッチが 4つのポスト EIAラックに取り付けられ、前面ラックマウントブ
ラケットおよび Cブラケットの両方ともラックマウントポストに安全に取り付けられた後、
シェルフブラケットキットは取り外されます。

ブラケットキットを取り外す手順は、次のとおりです。

ステップ 1 スライダーブラケットを背面ラックマウントポストに取り付けているねじを取り外し、スライダーブラ
ケットをシェルフブラケットからスライドして取り外します。

ステップ 2 シェルフブラケットにクロスバーを固定しているネジを取り外してから、クロスバーを取り外します。

ステップ 3 シェルフブラケットを前面ラックマウントポストに取り付けているねじを取り外し、ラックからシェルフ
ブラケットを取り外します。

Cisco MDS 9132Tファイバチャネルスイッチハードウェアインストールガイド
34

Cisco MDS 9132Tスイッチの設置

シェルフブラケットキットの取り外し（オプション）



スイッチのアース接続
スイッチとラックが金属間接続されたアースされたラックにスイッチを適切に取り付けると、

スイッチシャーシは自動的にアースされます。

また、お客様が準備したアースケーブルをシャーシのアースパッドと設置場所のアースに接

続することによりシャーシをアースすることもできます（これはラックがアースされていない

場合に必要です）。

Statement 1024—Ground Conductor

この装置は、アースさせる必要があります。絶対にアース導体を破損させたり、アース線が正

しく取り付けられていない装置を稼働させたりしないでください。アースが適切かどうかはっ

きりしない場合には、電気検査機関または電気技術者に確認してください。

警告

Statement 1046—Installing or Replacing the Unit

装置を設置または交換する際は、必ずアースを最初に接続し、最後に取り外します。

警告

ステップ 1 ワイヤストリッパを使用して、アース線の端から 19 mm（0.75インチ）ほど、被膜をはがします。

ステップ 2 アース線の被膜をはがした端をアースラグの開放端に挿入し、圧着工具を使用してラグをアース線に圧着
します。アース線をアースラグから引っ張り、アース線がアースラグにしっかりと接続されていることを

確認します。

ステップ 3 アースラグを 2本のM4ネジを使用してシャーシのアースパッドに固定し、11.5～ 15インチポンド（1.3
～ 1.7 N·m）のトルクで各ネジを締めます。

ステップ 4 アース線の反対側の端を処理し、設置場所の適切なアースに接続して、スイッチに十分なアースが確保さ
れるようにします。ラックが完全に接合されてアースされている場合は、ラックのベンダーが提供するマ

ニュアルで説明されているようにアース線を接続します。

コンポーネントの取り付けと取り外し

システムの稼働中は、バックプレーンに危険な電圧またはエネルギーが生じています。保守を

行う場合は注意してください。ステートメント 1034
警告
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作業中は、スイッチの静電破壊を防ぐため、必ず静電気防止用リストストラップを着用してく

ださい。

注意

The Cisco MDS 9132T Switch is only supported for continuous operation with both power supplies and
all fan modules installed, and with all fans working.

（注）

2つの電源装置が取り付けられている場合、1つの電源装置で障害が発生しても、もう 1つの
正常な電源装置を使用してシステムが引き続き正常に機能します。ただし冗長性を確保するた

め、障害が発生した電源装置を可能な限り早期の時点で交換する必要があります。Allfanmodules
are required to be operational to ensure proper cooling of the switches.

ライセンス拡張モジュールの設置と取り外し

ここでは、CiscoMDS 9132 T.でライセンス拡張モジュールをインストールおよび削除するため
の手順を説明します。

ラインカード拡張モジュールの取り付け

CiscoMDS 9132Tスイッチのラインカード拡張モジュール（LEM）を取り付けるには、次の手
順を実行します。

始める前に

1.ロックネジを外します。

2. Linecard拡張空白のモジュールがわずか排出されるまで LEMイジェクタを引き出すゆっく
りとします。

3. Linecard拡張空白モジュールを削除します。

図 15 :挿入 LEM空白モジュール

Linecard拡張空白モジュール1

ステップ 1 スイッチの電源を切ります。

ステップ 2 ゆっくりとLEMイジェクトの場所にこれをクリックするまでは、そのスロットに、LEMを差し込みます。
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ステップ 3 ネジを LEMイジェクタを保護します。

ラインカード拡張モジュールの取り外し

CiscoMDS 9132Tからラインカード拡張モジュール（LEM）を取り外すには、次の手順に従い
ます。

ステップ 1 スイッチの電源を切ります。

ステップ 2 固定ネジを外します。

ステップ 3 LEMがわずかに排出されるまで、LEMイジェクタをゆっくり引いてください。

ステップ 4 LEMを取り外します。

ステップ 5 図15 :挿入LEM空白モジュール（36ページ）に示されるように、物理的にラインカード拡張空白モジュー
ルを挿入し、システムの冷却が適切に行われていることを確認します。

電源装置の取り付けと取り外し

このセクションでは、Cisco MDS 9132Tスイッチに対して電源装置の設置手順と取り外す手順
を示します。

電源装置の取り付け

一方の電源モジュールがスイッチに電力を供給している間にもう一方の電源モジュールを交換

できます。

始める前に

1.ロックネジを外します。

2.そのスロット外 PSU空白モジュールを引き出すゆっくりとします。

図 16 :挿入された電源ブランクモジュール

Power supply blank module1
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• AC電源は、交換用の電源モジュールで使用される電源ケーブルの届く範囲内にある必要
があります。n+n電源の冗長化を使用している場合は、シャーシに取り付けた電源モジュー
ルごとに個別の電源が必要です。そうでない場合は、電源が 1つだけ必要です。

•交換用モジュールを取り付けるシャーシへのアース接続が存在する必要があります。通
常、シャーシはアースされたラックとの金属間接続によってアースされます。If you need
to ground the chassis, seeスイッチのアース接続.

ステップ 1 下部に手を 1つと、他のハンドルを持ち手電源装置を押したまま、電源をオンにすると、そのリリース
ラッチが右側にあるし、合わせてオープン電源に電源 (電気接続の終了)のバックエンドスロット。Carefully
slide the power supply unit all the way into the slot until it clicks into place.

電源装置は、スロット開くには該当しない場合、、ユニットをオンにしてからやり直してくださ

い。

（注）

ステップ 2 リリースラッチを使用せずに電源モジュールをスロットから引き出すようにして取り付け具合を確認しま
す。

電源モジュールが動かなければ、スロットに確実に固定されています。電源モジュールが動く場合は、慎

重に、カチッと音がするまでスロットに完全に押し込みます。

ステップ 3 電源モジュール前面の電源コンセントに電源ケーブルを接続します。

ステップ 4 電源コードのもう一方の端が電源モジュールに適した電源に接続されていることを確認します。電源スイッ
チがある場合は、「on」に移動します。

配電ユニットのコンセントの種類によっては、スイッチをコンセントに接続するために、オプショ

ンのジャンパケーブルが必要となる場合があります。

（注）

ステップ 5 電源モジュールのLEDが緑色になっていることを確認して、電源モジュールが動作可能であることを確認
します。For information on what the power supply LEDs indicate, see theスイッチ LED section.

電源装置の取り外し

一方の電源モジュールがスイッチに十分な電力を供給している間に、もう一方の障害が発生し

た電源モジュールを取り外すことができます。開いているスロットに新しい電源または電源が

空白のモジュールを取り付けます。

ステップ 1 電源ケーブルのプラグを持ちながら、電源モジュールの電源コンセントからプラグを引き抜き、電源 LED
が両方ともオフになっていることを確認します。

ステップ 2 電源モジュールのハンドルを掴んでリリースラッチを電源モジュールのハンドルの方向に押します。

ステップ 3 シャーシから引き出す際、もう一方の手で下から電源モジュールを支えます。

モジュール背面の電気コネクタに触れないようにし、他の何かが接触してコネクタが損傷しない

ようにします。

注意
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ステップ 4 新しい電源装置を持っていない場合、「図 16 :挿入された電源ブランクモジュール」に示されるように電
源の空白モジュールを挿入します。

ファンモジュールの取り付けおよび取り外し

ここでは、CiscoMDS 9132Tスイッチにファンモジュールを取り付ける手順と取り外す手順を
示します。

古いファンモジュールの交換作業を 1分以内に行う限りは、スイッチの稼働中に 1回に 4つの
ファンモジュールの 1つを交換できます。1分以内に交換できない場合は、交換用ファンモ
ジュールを手元に用意して交換作業ができるまで、元のファンモジュールをシャーシに置いた

ままにして、設計どおりのエアーフローを確保してください。

動作中にモジュールを交換する場合は、交換用ファンモジュールのエアーフロー方向が正し

い、つまりシャーシ内の他のモジュールと同じエアーフロー方向であることを確認してくださ

い。また、エアーフロー方向がコールドアイルから吸気し、ホットアイルへ排気することを確

認します。そうでない場合、スイッチが過熱しシャットダウンする場合があります。

シャーシ内のすべてのモジュールのエアーフロー方向を変更する場合は、すべてのファンおよ

び電源モジュールを他のエアーフロー方向を使用するモジュールに交換する前に、スイッチを

シャットダウンする必要があります。動作中はすべてのモジュールでエアーフロー方向が同じ

である必要があります。

注意

ファンモジュールの取り付け

新しいファンモジュールを取り付ける手順は、次のとおりです。

始める前に

• 1.ファンの空白モジュールハンドルの両側を押し、ハンドルを十分に引っ張ってコネクタ
から取り外します。

2.ハンドルを持ち、シャーシからモジュールを引き出します。

図 17 :挿入されたファンの空白モジュール
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ファンの空白モジュール1

•ファンスロットの 1つは空いていて、新しいファンモジュールを取り付けられるように
しておく必要があります。

•スイッチが稼働中は、新しいファンモジュールを手元に用意して元のファンモジュール
を取り外してから 1分以内に取り付けるようにする必要があります。

•新しいファンモジュールは、スイッチに取り付けられている他のファンおよび電源モジュー
ルと同じエアーフロー方向になっている必要があります。これらすべてのモジュールは赤

色のカラーリング（ポート側吸気エアーフロー）または青色のカラーリング（ポート側排

気エアーフロー）になっている必要があります。

ステップ 1 ファンモジュールのハンドルを持ち、ファンモジュールの背面（電気コネクタがある側）をシャーシの空
いているファンスロットに合わせます。

ステップ 2 カチッと音がするまでファンモジュールベイにファンモジュールを挿入します。

ステップ 3 ステータス LEDが点灯し、緑色になることを確認します。

ファンモジュールの取り外し

ファンモジュールは、システムの動作中に取り外しや交換を行っても、電気事故が発生したり

システムが損傷したりすることがないように設計されています。

The Cisco MDS 9000 Series switches have internal temperature sensors that can shut down the system if
the temperature at different points within the chassis exceed certain safety thresholds.システム温度を
正確に監視するには、温度センサーに対しシャーシ内で十分なエアーフローが必要です。ファ

ンモジュールがシャーシから取り外され、エアーフローが減少すると、システムは温度セン

サー情報をバイパスし、検出できない過熱を防止するために5分後にシャットダウンします。
ただし、メジャー温度しきい値を超えると、スイッチはそれより前にシャットダウンします。

注意

ファンモジュールを取り外すときは、回転しているファンの羽根に手を近づけないでくださ

い。ファンブレードが完全に停止してからファンモジュールを取り外してください。ステー

トメント 258

（注）

ファンモジュールを取り外す手順は、次のとおりです。

ステップ 1 取り外すファンモジュールで、ファンモジュールハンドルの両側を押して（ファンモジュールに接続し
ている部分に最も近い位置で）、モジュールがコネクタから外れるようにハンドルを引っ張ります。

ステップ 2 ハンドルを持ち、シャーシからモジュールを引き出します。
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モジュール背面の電気コネクタに触れないようにし、他の何かが接触してコネクタが損傷しない

ようにします。

注意

ステップ 3 示すファン空白モジュールを挿入図 17 :挿入されたファンの空白モジュール（39ページ）場合は、新し
いファンモジュールはありません。

スイッチの電源投入
ここでは、スイッチの電源を投入し、コンポーネントの設置を確認する手順を示します。

作業中は、スイッチの静電破壊を防ぐため、必ず静電気防止用リストストラップを着用してく

ださい。

注意

Do not connect the MGMT 10/100/1000 Ethernet port to the LAN until the initial switch configuration
has been performed.このポートに接続する方法についてを参照してください、管理ポートの接
続セクション。

（注）

スイッチの電源を投入し、ハードウェアの動作状態を確認する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 Verify that the power supplies and fan modules are installed and tighten any loose captive screws.

ステップ 2 電源モジュールに電源ケーブルを接続しを誤って引き出すにするために、ケーブルを配置します。

Depending on the outlet receptacle on your power distribution unit, you may need the optional jumper
power cord to connect the Cisco MDS 9132T switch to your outlet receptacle.「ジャンパ電源コード」
の項を参照してください。

（注）

ステップ 3 電源ケーブルのもう一方の端を、必要な電源電圧がある設置場所の電源コンセントに接続します。

ステップ 4 Ensure that the switch is adequately grounded as described in theスイッチのアース接続 section.

ステップ 5 Connect a terminal device to the serial console port.詳細についてを参照してください、コンソールポートの
接続セクション。

ステップ 6 「On」サイト電源コンセントスイッチオンにします。スイッチが自動的に起動します。

ステップ 7 ファンの音を聞きます。スイッチの電源を投入すると、ただちに動作を開始します。

Do not operate the switch without a functioning fanmodule except briefly during the fanmodule replacement
procedure. Cisco MDS 9000 Series switches can operate for only a few minutes without any functioning
fan modules before they begin to overheat.

（注）

ステップ 8 スイッチの起動が完了したら、LEDの動作が次のようであることを確認します。

•ファンステータス LEDがグリーンに点灯。
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•各電源 LEDが緑です。

• The Switch status LED is green.システム LEDがオレンジまたはレッドに点灯している場合、1つまた
は複数の環境モニタが問題を検出しています。

•ケーブルが接続されていない場合、イーサネットポートのリンク LEDは点灯しません。

The LEDs for the Fibre Channel ports remain orange until the ports are enabled, and the LED for the
MGMT 10/100/1000 Ethernet ports remains off until the port is connected.

（注）

ステップ 9 Try removing and reinstalling a component that is not operating properly.それでも正常に動作しない場合は、カ
スタマーサービス担当者に連絡し、製品を交換してください。

シスコのサポートをシスコのリセラーからご購入された場合は、リセラーに直接お問い合わせ

ください。サポートをCiscoから直接ご購入された場合は、Ciscoテクニカルサポートにご連絡
ください。

（注）

ステップ 10 システムソフトウェアが起動し、スイッチが初期化され、エラーメッセージが生成されていないことを

確認します。If any problems occur, see the Cisco MDS 9000 Series System Messages Guide.問題を解決できな
い場合は、カスタマーサービス担当者に連絡してください。

ステップ 11 Complete the worksheets provided in Site Planning and Maintenance Records for future reference.

スイッチの初回アクセス時は、基本的な設定ができるように、セットアップユーティリティが

自動的に起動します。For instructions about how to configure the switch and checkmodule connectivity,
see the Cisco Fabric Manager Fundamentals Configuration Guide.

（注）

Cisco MDS 9132Tファイバチャネルスイッチハードウェアインストールガイド
42

Cisco MDS 9132Tスイッチの設置

スイッチの電源投入

http://www.cisco.com/c/en/us/support/web/tsd-cisco-worldwide-contacts.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/sw/system_messages/reference/sys_Book.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/mds9000/sw/5_0/configuration/guides/fund/fm/fmfund_5_0_1.html


第 5 章

Cisco MDS 9132Tスイッチの接続

Cisco MDS 9132tスイッチには、次のタイプのポートが用意されています。

•コンソールポート：ローカル管理用の接続に使用する RS-232ポート。

• MGMT 10/100/1000 Ethernet port—Two Ethernet port that you can use to access and manage the
switch by IP address, such as through the CLI or Fabric Manager.分析データをエクスポートす
るイーサーネットポートのいずれかにも使用できます。

•ファイバチャネルポート：SANへの接続またはインバンド管理に使用できるファイバ
チャネルポート。

• USB port—USB port for USB flash disk that you can use for configuration file backups, log dumps,
report captures, etc.

This chapter describes how to connect the various components of the Cisco MDS 9132T switch.

•ネットワーク接続の準備（43ページ）
•コンソールポートの接続（44ページ）
•管理ポートの接続（46ページ）
•ファイバチャネルポートへの接続（46ページ）
•スイッチの電源投入（50ページ）

ネットワーク接続の準備
When preparing your site for network connections to the CiscoMDS 9132T switch, consider the following
for each type of interface:

•各インターフェイスタイプに必要なケーブル

•各信号タイプの距離制限

•必要な他のインターフェイス機器

コンポーネントを取り付ける前に、その他すべての外部機器およびケーブルを使用可能にして

ください。
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コンソールポートの接続
ここでは、RS-232コンソールポートを PCに接続する方法を説明します。コンソールポート
を使用すると、次の機能を実行できます。

• CLI（コマンドラインインターフェイス）を使用してスイッチを設定する。

•ネットワークの統計データおよびエラーを監視する。

• SNMPエージェントパラメータを設定する。

•ソフトウェアのアップデートをスイッチにダウンロードする。または、フラッシュメモリ
内のソフトウェアイメージを接続デバイスに配布する。

• Initial switch configuration

• Password recovery

PCへのコンソールポートの接続
Cisco MDS 9132Tスイッチへのローカル管理アクセスのためにコンソールポートを PCのシリ
アルポートに接続できます。

PCで VT100端末エミュレーションがサポートされている必要があります。端末エミュレー
ションソフトウェア（Hyper Terminal Plusなどの PCアプリケーションであることが多い）に
より、セットアップおよび設定中に Cisco MDS 9132Tスイッチと PCコンソール間の通信が確
立されます。

（注）

コンソールポートを PCに接続する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 次に示す管理ポートのデフォルト特性に合わせて、PC端末エミュレーションプログラムのボーレートお
よびキャラクタフォーマットを設定します。

• 9600ボー

• 8データビット

• 1ストップビット

•パリティなし

ステップ 2 通信ポートに PCに必要なアダプタを接続します。スイッチに対して RJ-45ソケットを示す必要がありま
す。

• DB 9シリアルポートについては、提供された RJ-45を DB-9メス型アダプタに接続します。

• DB-25シリアルポートについては、提供された RJ-45を DB-25メス型アダプタに接続します。
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• USBポートについては、顧客から提供された USBをシリアルドングルに接続します。

ステップ 3 付属のコンソールケーブル（RJ-45/RJ-45ロールオーバーケーブル）の一方の端をコンソールポートに接
続します。もう一端を PC通信ポートに接続しているメス型 RJ-45アダプタに接続します。

コンソールポートへのモデムの接続

スイッチの起動中は、コンソールポートをモデムに接続しないでください。スイッチに電源を

投入する前か、スイッチのブートプロセスが完了した後で、コンソールポートをモデムに接

続してください。

注意

スイッチに電源を投入する前にコンソールポートをモデムに接続する手順は、次のとおりで

す。

ステップ 1 付属のコンソールケーブル（RJ-45/RJ-45ロールオーバーケーブル）をコンソールポートに接続します。

ステップ 2 コンソールケーブルのもう一方の端を付属の RJ-45/DB-25アダプタに接続します。

ステップ 3 RJ-45/DB-25アダプタをモデムの DB-25ポートに接続します。

ステップ 4 スイッチの電源を入れます。スイッチが自動的に起動し、以下に示すデフォルトのコンソールポート特性
がモデム接続に適用されます。

• 9600ボー

• 8データビット

• 1ストップビット

•パリティなし

•以前に初期化文字列が設定されていない場合はデフォルトの初期化文字列（ATE0Q1&D2&C1S0=1\015）

これらの設定を変更する方法については、『Cisco FabricManager FundamentalsConfigurationGuide』
を参照してください。

（注）

スイッチの電源を投入した後でコンソールポートをモデムに接続する手順は、次のとおりで

す。

ステップ 1 システムの起動が完了し、システムイメージが実行されていることを確認します。

ステップ 2 付属のコンソールケーブル（RJ-45/RJ-45ロールオーバーケーブル）をコンソールポートに接続します。

ステップ 3 コンソールケーブルのもう一方の端を付属の RJ-45/DB-25アダプタに接続します。
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ステップ 4 RJ-45/DB-25アダプタをモデムの DB-25ポートに接続します。

ステップ 5 『Cisco FabricManager Fundamentals Configuration Guide』と『CiscoNX-OS Fundamentals Configuration Guide』
の説明に従い、モデムを初期化および設定します。

管理ポートの接続
自動検知の 10/100/1000 Mbpsイーサネット管理ポートは、コンソールポートの下にある前面
パネル（MGMT ETH0およびMGMT ETH1とラベリングされています）の左側にあります。
MGMTETH0は、デフォルトのイーサネット管理ポートです。このポートは、CiscoMDS9132T
スイッチのアウトオブバンド管理に使用されます。また、アップストリームデータ転送にも使

用可能です。

Cisco MDS NX-OSリリース 8.2(1)ではMGMT ETH1はサポートされていません。（注）

10/100/1000 Mbpsイーサネット管理ポートを外部ハブおよびスイッチに接続する場合、モジュ
ラ、RJ-45、ストレート型 UTPケーブル（Cat 5または Cat 6）を使用します。

ファイバチャネルポートへの接続
ファイバチャネルポートは、FC LCタイプ光ファイバ SFPトランシーバおよびケーブルに対
応しています（「SFPトランシーバのケーブルの取り外しおよび取り付け」を参照）。SANへ
の接続またはインバンド管理に、これらのポートを使用できます。インバンド管理用スイッチ

の設定については、『Ciscoファブリックマネージャ基本設定ガイド』または『Cisco NX-OS
基本設定ガイド』を参照してください。

各トランシーバは、ケーブルの接続先のトランシーバと一致している必要があります。また、

信頼性の高い通信を実現するためには、ケーブル長の制限値を超えないようにする必要があり

ます。SFPトランシーバは、個別にまたは Cisco MDS 9132Tスイッチとあわせて注文できま
す。

クラス 1レーザー製品です。ステートメント 1008警告

接続されていない光ファイバケーブルやコネクタからは目に見えないレーザー光が放射されて

いる可能性があります。レーザー光を直視したり、光学機器を使用して直接見たりしないでく

ださい。ステートメント 1051

警告
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トランシーバを扱う際には、シャーシに接続している静電気防止用リストストラップを着用し

てください。未使用の光コネクタは覆いをかぶせ、コネクタ端に触れないようにします。光

ファイバケーブルのコネクタに、埃、油、その他の汚れが付いていないことを確認してくださ

い。

（注）

SFPトランシーバのケーブルの取り外しおよび取り付け

光ファイバケーブルへの損傷を防ぐため、規定の制限以上に張力をかけず、ケーブルに張力が

かかっていない場合、または 2インチ（5 cm）の張力がかかっている場合、半径 1インチ（2.5
cm）より曲げないでください。

注意

SFPトランシーバへのケーブルの取り付け

ケーブルやトランシーバの破損を防止するため、トランシーバへのケーブルの取り付けは、ト

ランシーバをポートに設置してから行ってください。

注意

トランシーバにケーブルを取り付ける手順は、次のとおりです。

ステップ 1 静電気防止用リストストラップを着用して、使用法に従います。

ステップ 2 ケーブルのコネクタからダストプラグを外します。

ステップ 3 トランシーバのケーブル端からダストプラグを外します。

ステップ 4 ケーブルコネクタをトランシーバに合わせ、しっかりはまるまでコネクタをトランシーバに差し込みま
す。

図 18 :ファイバチャネルポートへの LCタイプケーブルの接続
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ケーブルが取り付けにくい場合、ケーブルの向きを確認してください。注意

接続の確認手順については、『Cisco FabricManager Fundamentals ConfigurationGuide』および『CiscoNX-OS
Fundamentals Configuration Guide』を参照してください。

SFPトランシーバからのケーブルの取り外し

トランシーバからケーブルを引き抜くときは、ケーブルのコネクタ部分を持ってください。コ

ネクタの光ファイバケーブル端子が損傷することがあるので、ジャケットスリーブを持って

引っ張らないでください。

注意

ケーブルが抜けにくい場合は、ケーブルのラッチが外れているかどうか確認してください。注意

ケーブルを取り外す手順は、次のとおりです。

ステップ 1 静電気防止用リストストラップを着用して、使用法に従います。

ステップ 2 ケーブルのリリースラッチを押し、コネクタの接続部付近をつかんで、コネクタをトランシーバからゆっ
くり引き抜きます。

ステップ 3 ダストカバーを、トランシーバのケーブル側に差し込みます。

ステップ 4 ダストカバーをケーブル端に差し込みます。

SFPトランシーバの取り外しおよび取り付け

SFPトランシーバの取り外しおよび取り付けを行うと、耐用年数が短くなる可能性がありま
す。絶対に必要な場合以外はSFPトランシーバの取り外しおよび取り付けを行わないでくださ
い。SFPトランシーバの取り付けまたは取り外しを行う際は、ケーブルやトランシーバの破損
を防止するため、ケーブルを抜いた状態で行うことを推奨します。

警告

Cisco MDS 9132Tスイッチには Cisco SFPトランシーバのみを使用します。それぞれの Cisco
SFPトランシーバには、そのSFPトランシーバがスイッチの要件を満たしているかどうかをス
イッチで確認できるように、モデル情報がコード化されています。

（注）

Cisco MDS 9132Tスイッチは、次の 2つのタイプのラッチングデバイスの付いた SFPトラン
シーバをサポートしています。
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•マイラータブラッチ

•留め具式ラッチ

SFPトランシーバの取り付け

SFPトランシーバを取り付ける手順は、次のとおりです。

ステップ 1 静電気防止用リストストラップを着用して、使用法に従います。

トランシーバが取り付けにくい場合は、トランシーバの向きと、タブやクラスプの位置が正しい

かどうかを確認してください。

注意

ステップ 2 スイッチポートケージからダストカバーを外します。

ステップ 3 トランシーバのポート側のダストカバーを外します。

ステップ 4 トランシーバをポートに差し込みます。

ステップ 5 ケーブルがトランシーバに適切に装着されていない場合は、ダストプラグを、トランシーバのケーブル側
に差し込みます。

SFPトランシーバの取り外し

SFPトランシーバを取り外す手順は、次のとおりです。

ステップ 1 静電気防止用リストストラップを着用して、使用法に従います。

ステップ 2 任意の接続済み光ファイバケーブルを取り外します。詳細については、「SFPトランシーバからのケーブ
ルの取り外し」セクションを参照してください。

ステップ 3 ポートからトランシーバを取り外します。

•マイラータブラッチ付きのトランシーバの場合、タブをまっすぐに（ひねらずに）ゆっくり引っ張
り、ポートからトランシーバを抜き取ります。

•ベールクラスプラッチ付きのトランシーバの場合、下方向にクラスプを押し開き、ポートからトラン
シーバを抜き取ります。

ステップ 4 トランシーバのケーブル端をダストプラグに挿入し、静電気防止マットまたは静電気シールドバッグにト
ランシーバを配置します。

ステップ 5 別のトランシーバがまだ取り付けられていない場合は、きれいなダストプラグを挿入してスイッチポート
を保護します。
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SFPトランシーバおよび光ファイバケーブルのメンテナンス
高精度の信号を維持し、コネクタの損傷を防ぐためには、SFPトランシーバと光ファイバケー
ブルを常に埃のない清潔な状態に保つ必要があります。減衰（光損失）は汚れによって増加し

ます。減衰量は 0.35 dB未満に保つ必要があります。

メンテナンスの際には、次の注意事項に従ってください。

• SFPトランシーバは静電気に敏感です。静電破壊を防止するために、シャーシに接続して
いる静電気防止用リストストラップを着用してください。

•トランシーバの取り外しおよび取り付けは、必要以上に行わないでください。取り付けお
よび取り外しを頻繁に行うと、耐用年数が短くなります。

•未使用の光接続端子には、必ずカバーを取り付けてください。埃が付着した場合には、埃
によって光ファイバケーブルの先端が傷つかないように、使用前に清掃してください。

•コネクタの端に触れないように注意してください。これにより、コネクタが指紋などで汚
れることを防止できます。

•設置する前に埃と損傷がないかケーブルを検査します。破損の疑いがある場合は、端を掃
除して、ライトメータが過度に光量を失っていないか確認します。

スイッチの電源投入
ここでは、スイッチの電源を投入し、コンポーネントの設置を確認する手順を示します。

作業中は、スイッチの静電破壊を防ぐため、必ず静電気防止用リストストラップを着用してく

ださい。

注意

Do not connect the MGMT 10/100/1000 Ethernet port to the LAN until the initial switch configuration
has been performed.このポートに接続する方法についてを参照してください、管理ポートの接
続セクション。

（注）

スイッチの電源を投入し、ハードウェアの動作状態を確認する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 Verify that the power supplies and fan modules are installed and tighten any loose captive screws.

ステップ 2 電源モジュールに電源ケーブルを接続しを誤って引き出すにするために、ケーブルを配置します。

Depending on the outlet receptacle on your power distribution unit, you may need the optional jumper
power cord to connect the Cisco MDS 9132T switch to your outlet receptacle.「ジャンパ電源コード」
の項を参照してください。

（注）

Cisco MDS 9132Tファイバチャネルスイッチハードウェアインストールガイド
50

Cisco MDS 9132Tスイッチの接続

SFPトランシーバおよび光ファイバケーブルのメンテナンス



ステップ 3 電源ケーブルのもう一方の端を、必要な電源電圧がある設置場所の電源コンセントに接続します。

ステップ 4 Ensure that the switch is adequately grounded as described in theスイッチのアース接続 section.

ステップ 5 Connect a terminal device to the serial console port.詳細についてを参照してください、コンソールポートの
接続セクション。

ステップ 6 「On」サイト電源コンセントスイッチオンにします。スイッチが自動的に起動します。

ステップ 7 ファンの音を聞きます。スイッチの電源を投入すると、ただちに動作を開始します。

Do not operate the switch without a functioning fanmodule except briefly during the fanmodule replacement
procedure. Cisco MDS 9000 Series switches can operate for only a few minutes without any functioning
fan modules before they begin to overheat.

（注）

ステップ 8 スイッチの起動が完了したら、LEDの動作が次のようであることを確認します。

•ファンステータス LEDがグリーンに点灯。

•各電源 LEDが緑です。

• The Switch status LED is green.システム LEDがオレンジまたはレッドに点灯している場合、1つまた
は複数の環境モニタが問題を検出しています。

•ケーブルが接続されていない場合、イーサネットポートのリンク LEDは点灯しません。

The LEDs for the Fibre Channel ports remain orange until the ports are enabled, and the LED for the
MGMT 10/100/1000 Ethernet ports remains off until the port is connected.

（注）

ステップ 9 Try removing and reinstalling a component that is not operating properly.それでも正常に動作しない場合は、カ
スタマーサービス担当者に連絡し、製品を交換してください。

シスコのサポートをシスコのリセラーからご購入された場合は、リセラーに直接お問い合わせ

ください。サポートをCiscoから直接ご購入された場合は、Ciscoテクニカルサポートにご連絡
ください。

（注）

ステップ 10 システムソフトウェアが起動し、スイッチが初期化され、エラーメッセージが生成されていないことを

確認します。If any problems occur, see the Cisco MDS 9000 Series System Messages Guide.問題を解決できな
い場合は、カスタマーサービス担当者に連絡してください。

ステップ 11 Complete the worksheets provided in Site Planning and Maintenance Records for future reference.

スイッチの初回アクセス時は、基本的な設定ができるように、セットアップユーティリティが

自動的に起動します。For instructions about how to configure the switch and checkmodule connectivity,
see the Cisco Fabric Manager Fundamentals Configuration Guide.

（注）
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第 6 章

技術仕様

•スイッチの仕様（53ページ）
•電力仕様（54ページ）
• SFPトランシーバの仕様（55ページ）

スイッチの仕様
次の表では、Cisco MDS 9132Tスイッチの環境仕様について一覧にしています。

表 1 : Cisco MDS 9132Tスイッチの環境仕様

仕様説明

32～ 104°F（0～ 40°C）温度、動作時

-40～ 158°F（-40～ 70°C）温度、非動作時および保管時

10～ 90 %湿度（RH）、動作時（結露しないこと）

10～ 95%湿度（RH）、非動作時および保管時（結露し
ないこと）

-60～ 2000 m（-197～ 6500フィート）動作時高度

次の表に、Cisco MDS 9132Tスイッチの物理仕様を示します。

表 2 : Cisco MDS 9132Tスイッチ仕様

仕様説明

PSUおよび FANモジュールハンドルを除い
て 1.72 x 17.3 x 20.11インチ（4.36 x 43.94 x
51.07 cm）

寸法（高さ X幅 X奥行）

シャーシに 1RU（4.45 cm（1.75インチ））必
要です

ラックスペース
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仕様説明

21.65 lb（9.82kg）重量

• 650WAC,ポート側排気口バリアント（ス
イッチあたり最大 2個）

• 650W ACポート側の吸気バリアント（ス
イッチあたり最大 2個）

• AC入力：100～ 240 V AC（10 %範囲）

•周波数：50～ 60 Hz（公称）

電源モジュール

•ポートの側の排気ファンを使用して背面
から前面へ（ポートに向かって）

•ポート側吸気ファンを使用して前面から
背面へ（ポートに）

• 25 ° Cでシステムファンアセンブリを経
由して 50 CFM（0.02 m 3 /s）

•最大 100 CFM（0.04 m 3 /s）

過熱を避けるために、壁とシャーシ排気口の

間に最低 6.4 cm（2.5インチ）の空間と、2つ
のシャーシ間に最低 15.2 cm（6インチ）の水
平方向の間隔を取ることを推奨します。

エアーフロー

電力仕様

一般的な電源仕様

次の表では、Cisco MDS 9132Tスイッチ AC入力電源の仕様を一覧にしています。

仕様AC入力電源

100～ 240 VACAC入力電圧

公称 = 50～ 60 HzAC入力周波数

650 W電源装置出力容量

12 V +/- 5%最大 54 A電源装置の出力電圧

20 ms出力保持時間
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電源要件仕様

次の表に、Cisco MDS 9132Tスイッチの AC入力電源装置の電力計算サンプルを示します。

表 3 : AC入力電源装置の電力散逸

電源

220 V/50 hz

（ワット）

電源

110 V/60 hz

（ワット）

電源モードポート

115118Idle16ポート

117120標準

118.512125°C

14214940°C

15016155°C

172175Idle32ポート

174178標準

17818125°C

20721040°C

22422855°C

SFPトランシーバの仕様
The Cisco MDS 9132T switch is compatible with SFP transceivers and cables that have LC connectors.
各トランシーバは波長仕様がケーブルの反対側のトランシーバと一致している必要がありま

す。また、信頼性の高い通信を実現するため、ケーブル長の制限値を超えてはなりません。

Cisco SFPトランシーバでは、電話機のトランシーバ 850に 1610 nm公称波長をサポートしま
す。

Cisco MDS 9132Tスイッチには Cisco SFPトランシーバのみを使用します。それぞれの Cisco
SFPトランシーバには、そのSFPトランシーバがスイッチの要件を満たしているかどうかをス
イッチで確認できるように、モデル情報がコード化されています。サポートされているSFPト
ランシーバの一覧については、 Cisco MDS 9000シリーズの互換性マトリクス 。

SFPトランシーバの詳細については、『CiscoMDS9000 Family Pluggable TransceiversData Sheet』
を参照してください。

安全性、法規制、および標準への準拠については、『RegulatoryCompliance andSafety Information
for the Cisco MDS 9000 Family』を参照してください。
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シスコファイバチャネル SFP+トランシーバ
The following table lists the Fibre Channel SFP+ transceivers available through Cisco Systems for the
Cisco MDS 9132T switch.

表 4 : Cisco Fibre Channel SFP + Transceivers for the Cisco MDS 9132T Switch

タイプ説明部品番号

短波長32 Gbps Fibre Channel SW SFP+DS SFP FC32G SW

長波長32 Gbps Fibre Channel LW SFP+DS SFP FC32G LW

短波長16 Gbps Fibre Channel SW, SFP+DS-SFP-FC16G-SW

長波長16 Gbps Fibre Channel LW, SFP+DS-SFP-FC16G-LW

拡張長波長16 Gbpsファイバチャネル
ELW、SFP +

DS SFP FC16G ELW

短波長8 Gbps Fibre Channel SW, SFP+DS-SFP-FC8G-SW

長波長8 Gbps Fibre Channel LW, SFP+DS-SFP-FC8G-LW

Extended-Reach（ZX;延長到
達距離）

8 Gbpsファイバチャネル ER
SFP +

DS-SFP-FC8G-ER

Long Distance8-Gbps Fibre Channel CWDM
SFP+

DS-CWDM8Gxxxx

シスコファイバチャネル 32 Gbps SFP+トランシーバの基本仕様

次の表に、16 Gbpsのケーブル仕様を示します。
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表 5 :シスコ 32-Gbpsファイバチャネル SFPトランシーバの基本仕様

ケーブル長ボーレート

（GBd）
コアサイズ

（ミクロン）

ファイバタイ

プ：

波長（nm）SFP+

65フィート
(20 m) (OM2)

28.0550.0MMF850FC32G-S W

230 ft (70 m)
(OM3)

28.0550.0

328 ft (100 m)
(OM4)

28.0550.0

328 ft (100 m)
(OM5)

28.0550.0

49 ft (15 m)
(OM1)

14.02562.5

115 ft (35 m)
(OM2)

14.02550.0

328 ft (100 m)
(OM3)

14.02550.0

410 ft (125 m)
(OM4)

14.02550.0

410 ft (125 m)
(OM5)

14.02550.0

69 ft (21 m)
(OM1)

8.562.5

1 ~ 64 ft (50 m)
(OM2)

8.550.0

492 ft (150 m)
(OM3)

8.550.0

623 ft (190 m)
(OM4)

8.550.0

623 ft (190 m)
(OM5)

8.550.0
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ケーブル長ボーレート

（GBd）
コアサイズ

（ミクロン）

ファイバタイ

プ：

波長（nm）SFP+

10 km（6.2マ
イル）

10 km（6.2マ
イル）

10 km（6.2マ
イル）

28.05

14.025

8.5

9.0

9.0

9.0

SMF1310FC32G-L W

32 Gbps SFPの電力要件および環境条件

次の表では 32 Gbps SFPの光パラメータを示します。

表 6 : 32 Gbps SFPの光パラメータ

ファイバ損失バジェット（dB）平均受信電力

（dBm）
平均送信電力

（dBm）
SFP+

OM5OM4OM3OM2MaxMinMaxMin

2.04（8
Gbps）

1.95（16
Gbps）

1.86（32
Gbps）

2.04（8
Gbps）

1.95（16
Gbps）

1.86（32
Gbps）

2.04（8
Gbps）

1.86（16
Gbps）

1.86（32
Gbps）

1.68（8
Gbps）

1.63（16
Gbps）

2.02（32
Gbps）

2.0-8.22.0-6.2DS-SFP-FC32G-SW

6.4（8 Gbps）

6.4（16 Gbps）

6.4（32 Gbps）

2.0-11.42.0-5.0DS-SFP-FC32G-LW

次の表に、動作時と保管時の温度範囲を示します。

表 7 : 32 Gbps SFPの動作時と保管時の温度範囲

ストレージ動作時SFP+

MaxMinMaxMin

70°C-40°C40°C0°CDS-SFP-FC32G-SW

70°C-40°C40°C0°CDS-SFP-FC32G-LW
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シスコファイバチャネル 16 Gbps SFP+トランシーバの基本仕様

次の表に、16 Gbpsのケーブル仕様を示します。
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表 8 :シスコ 16-Gbpsファイバチャネル SFPトランシーバの基本仕様

ケーブル長ボーレート

（GBd）
コアサイズ

（ミクロン）

ファイバタイ

プ：

波長（nm）SFP+

15 m（49
フィート）

（OM1）

35 m（115
フィート）

（OM2）

100 m（328
フィート）

（OM3）

125 m（410
フィート）

（OM4）

21 m（69
フィート）

（OM1）

50 m（164
フィート）

（OM2）

150 m（492
フィート）

（OM3）

190 m（623
フィート）

（OM4）

70 m（230
フィート）

（OM1）

150 m（492
フィート）

（OM2）

380 m（1247
フィート）

（OM3）

400 m（1312
フィート）

（OM4）

14.025

14.025

14.025

14.025

8.5

8.5

8.5

8.5

4.25

4.25

4.25

4.25

62.5

50.0

50.0

50.0

62.5

50.0

50.0

50.0

62.5

50.0

50.0

50.0

MMF850DS-SFP-FC16G-S
W
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ケーブル長ボーレート

（GBd）
コアサイズ

（ミクロン）

ファイバタイ

プ：

波長（nm）SFP+

10 km（6.2マ
イル）

10 km（6.2マ
イル）

10 km（6.2マ
イル）

14.025

8.5

4.25

9.0

9.0

9.0

SMF1310DS-SFP-FC16G-LW

15.5 mi (25 km)

15.5 mi (25 km)

15.5 mi (25 km)

14.025

8.5

4.25

9.0

9.0

9.0

SMF1310DS SFP FC16G
ELW

電力要件および 16 Gbps SFP +トランシーバの環境条件

次の表では、16 Gbps SFP+トランシーバの光パラメータを提供します。

表 9 : 16 Gbps SFP+トランシーバの光パラメータ

ファイバ損失バジェット（dB）平均受信電力

（dBm）
平均送信電力

（dBm）
SFP+

（50.0ミクロン
（OM3））

（50.0ミクロ
ン（OM2））

（62.5ミクロ
ン（OM1））

MaxMinMaxMin

2.88（4 Gbps）

2.04（8 Gbps）

1.86（16 Gbps）

2.08（4
Gbps）

1.68（8
Gbps）

1.63（16
Gbps）

2.08（4Gbps）

1.68（8Gbps）

1.63（16
Gbps）

0-10.3-1.3-7.8DS-SFP-FC16G-SW

7.8（4 Gbps）

6.4（8 Gbps）

6.4（16 Gbps）

2.0-12.02.0-5.0DS-SFP-FC16G-LW

10（16 Gbps）2.0-14.05.0-2.0DS SFP FC16G
ELW

次の表に、動作時と保管時の温度範囲を示します。
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表 10 : 16 Gbps SFP+トランシーバの動作時と保管時の温度範囲

ストレージ動作時SFP+

MaxMinMaxMin

85°C-40°C40°C0°CDS-SFP-FC16G-SW

85°C-40°C40°C0°CDS-SFP-FC16G-LW

85°C-40°C40°C0°CDS SFP FC16G
ELW

シスコファイバチャネル 8 Gbps SFP+トランシーバの基本仕様

次の表に、8 Gbpsのケーブル仕様を示します。
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表 11 :シスコ 8-Gbpsファイバチャネル SFPトランシーバの基本仕様

ケーブル長ボーレート

（GBd）
コアサイズ

（ミクロン）

ファイバタイ

プ：

波長（nm）SFP+

150 m
（492フィー
ト）

70 m
（230フィー
ト）

21 m（69
フィート）

300 m（984
フィート）

150 m
（492フィー
ト）

50フィート
（164 ft）

500 m（1640
フィート）

380 m（1246
フィート）

150 m
（492フィー
ト）

520 m（1706
フィート）

400 m（1312
フィート）

190 m（623
フィート）

2.125

4.250

8.500

2.125

4.250

8.500

2.125

4.250

8.500

2.125

4.250

8.500

62.5

62.5

62.5

50.0（OM2）

50.0（OM2）

50.0（OM2）

50.0（OM3）

50.0（OM3）

50.0（OM3）

50.0（OM4）

50.0（OM4）

50.0（OM4）

MMF850DS-SFP-FC8G-SW

10 km（6.2マ
イル）

10 km（6.2マ
イル）

10 km（6.2マ
イル）

2.125

4.250

8.500

9.0

9.0

9.0

SMF1310DS-SFP-FC8G-LW
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ケーブル長ボーレート

（GBd）
コアサイズ

（ミクロン）

ファイバタイ

プ：

波長（nm）SFP+

40 km（24.85
マイル）

40 km（24.85
マイル）

40 km（24.85
マイル）

2.125

4.250

8.500

9.0

9.0

9.0

13101550DS-SFP-FC8G-ER

8 Gbps SFP+トランシーバの電力要件および環境条件

次の表では、8 Gbps SFP+トランシーバの光パラメータを提供します。

表 12 : 8 Gbps SFP+トランシーバの光パラメータ

ファイバ損失バジェット（dB）平均受信電力

（dBm）
平均送信電力

（dBm）
SFP+

（50.0ミク
ロン

（OM3））

（50.0ミ
クロン

（OM2））

（62.5ミクロ
ン（OM1））

MaxMinMaxMin

3.31（2
Gbps）

2.88（4
Gbps）

2.04（8
Gbps）

2.08（4
Gbps）

1.68（8
Gbps）

1.63（16
Gbps）

2.10（2
Gbps）

1.78（4
Gbps）

1.58（8
Gbps）

0—-1.3-10（2
Gbps）

-9（4
Gbps）

-8.2（8
Gbps）

DS-SFP-FC8G-SW

——-7.8（2
Gbps）

7.8（4
Gbps）

6.4（8
Gbps）

—-3（2
Gbps）

-1（4
Gbps）

0.5
（8
Gbps）

—-3（2
Gbps）

-1（4
Gbps）

0.5（8
Gbps）

-11.7（2
Gbps）

-8.4（4
Gbps）

-8.4（8
Gbps）

DS-SFP-FC8
G-LW

10.910.9——-1—4-4.7DS-SFP-FC8G-ER

次の表に、動作時と保管時の温度範囲を示します。
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表 13 : 8 Gbps SFP+トランシーバの動作時と保管時の温度範囲

ストレージ動作時SFP+

MaxMinMaxMin

85°C-40°C40°C0°CDS-SFP-FC8G-SW

85°C-40°C40°C0°CDS-SFP-FC8G-LW

シスコ CWDM SFPトランシーバの光仕様

次の表に、CWDM SFPトランシーバの光仕様を示します。CWDM SFPトランシーバには、28
デシベル（db）の光リンクバジェットがあります。

各パラメータは、特に明記されていない限り、温度超過および耐用年数末期での仕様です。（注）

短距離のシングルモードファイバを使用する場合は、レシーバに負荷がかかり過ぎないように

するため、リンクにインライン光減衰器を挿入しなければならないことがあります。

（注）

注意単位Max.標準Min.記号パラメータ

使用可能な中

心波長：

1470、1490

1510、1530

1550、1570

1590、1610
nm

nm（x+7）（x+1）（x-4）λcトランス

ミッタ中心

波長

nm/° C0.10.08波長の温度

依存

dB30SMSRサイドモー

ド圧縮比

シングルモー

ドファイバ組

み込みの平均

電力

dBm5.00.0Poutトランス

ミッタ光出

力
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注意単位Max.標準Min.記号パラメータ

2.12 Gbpsの
条件時

140°F
（60°C）

ケース温度

dBm-7.0-28.0Pinレシーバ光

入力電力

（BER
<10-12、
PRBS
2-7-1）

nm16201450λinレシーバ光

入力波長

dB9OMIトランス

ミッタ消光

比

dB260 km地点
での分散ペ

ナルティ

1.25 Gbpsの
条件時

db2100 km地点
での分散ペ

ナルティ
1.25 Gbpsの
条件時

dB3

次の表では、Cisco 8 Gbps CWDMSFPモジュールの操作および保管温度の範囲に関する情報を
提供します。

表 14 : Cisco 8 Gbps CWDM SFP +トランシーバの操作およびストレージ温度範囲

ストレージ動作時SFP+

MaxMinMaxMin

85°C-40°C40°C0°CDS-CWDM8Gxxxx
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付録 A
ケーブルおよびポートの仕様

この付録では、Cisco MDS 9132Tマルチレイヤファブリックスイッチに使用するケーブルお
よびコネクタについて説明します。

電源ケーブルと他の潜在的なノイズ発生源は、シスコ機器で終端するネットワークケーブル配

線からできるだけ離して設置することを強く推奨します。長いパラレルケーブルを 1 m（3.3
フィート）以上離して設置できない場合には、潜在的なノイズ発生源をシールドするようにし

てください。干渉を防ぐには、ケーブルをアース付きの金属性コンジットに通してシールドす

る必要があります。

注意

•ケーブルおよびアダプタ（67ページ）
•コンソールポート（68ページ）
• MGMT 10/100/1000イーサネットポート（70ページ）
•サポートされる電源コードとプラグ（72ページ）

ケーブルおよびアダプタ
Cisco MDS 9132Tスイッチのアクセサリキットには、次のものが含まれています。

• RJ-45/RJ-45ロールオーバーケーブル

• RJ-45 to DB-9メス型 DTEアダプタ（「Terminal」のラベル）

• RJ-45 to DB-25メス型 DTEアダプタ（「Terminal」のラベル）

• RJ-45 to DB-25オス型 DCEアダプタ（「Modem」のラベル）

追加のケーブルとアダプタはカスタマーサービス担当者に発注できます。（注）
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製品をシスコのリセラーから購入された場合、テクニカルサポートについては、直接リセラー

にお問い合わせください。この製品をシスコから直接購入された場合は、次の URLでシスコ
テクニカルサポートまでご連絡ください。http://www.cisco.com/c/en/us/support/index.html

（注）

コンソールポート
コンソールポートは、RJ-45コネクタを備えた非同期の RS-232シリアルポートです。端末エ
ミュレーションソフトウェアが稼働しているコンピュータとコンソールポートを接続するに

は、RJ-45/RJ-45ロールオーバーケーブルと、（コンピュータのシリアルポートに応じて）
RJ-45/DB-9メスアダプタまたは RJ-45/DB-25メス DTEアダプタを使用します。

コンソールポートのピン割り当て

次の表では、CiscoMDS 9132Tスイッチのコンソールポートのピン割り当てを一覧にしていま
す。

表 15 :コンソールポートのピン割り当て

信号ピン

RTS11

DTR2

TxD3

GND4

GND5

RxD6

DSR7

CTS8

1.ピン 1は内部でピン 8に接続されます。

DB-25アダプタを使用してコンピュータにコンソールポートを接続
端末エミュレーションソフトウェアが稼働しているコンピュータとコンソールポートを接続

するには、RJ-45/RJ-45ロールオーバーケーブルおよび RJ-45/DB-25メス DTEアダプタ
（「Terminal」ラベル）を使用します。次の表に、コンソールポート、RJ-45/RJ-45ロールオー
バーケーブル、RJ-45/DB-25メス型 DTEアダプタのピン割り当てを示します。
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表 16 : DB-25アダプタでのポートモードの信号およびピン割り当て

コンソール装置RJ-45/DB-25ター
ミナルアダプタ

RJ-45/RJ-45ロールオーバーケーブルコンソールポー

ト

信号DB-25ピンRJ-45ピンRJ-45ピン信号

CTS581RTS

DSR672DTR

RxD363TxD

GND754GND

GND745GND

TxD236RxD

DTR2027DSR

RTS418CTS

DB-9アダプタを使用してコンピュータにコンソールポートを接続
端末エミュレーションソフトウェアが稼働しているコンピュータとコンソールポートを接続

するには、RJ-45/RJ-45ロールオーバーケーブルおよび RJ-45/DB-9メス DTEアダプタ
（「Terminal」ラベル）を使用します。次の表に、コンソールポート、RJ-45/RJ-45ロールオー
バーケーブル、RJ-45/DB-9メス型 DTEアダプタのピン割り当てを示します。

表 17 : DB-9アダプタでのポートモードの信号およびピン割り当て

コンソール装置RJ-45/DB-9ター
ミナルアダプタ

RJ-45/RJ-45ロールオーバーケーブルコンソールポー

ト

信号DB-9ピンRJ-45ピンRJ-45ピン信号

CTS881RTS

DSR672DTR

RxD263TxD

GND554GND

GND545GND

TxD336RxD

DTR427DSR

RTS718CTS
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MGMT 10/100/1000イーサネットポート
10/100/1000管理イーサネットポートを外部ハブおよびスイッチに接続する場合、モジュラ、
RJ-45、ストレート型 UTPケーブルを使用します。

図 19 : RJ-45インターフェイスケーブルコネクタ

2.ピン
8

1.ピン
1

次の表に、10/100/1000BASE-T管理ポート（MDI）ケーブルのコネクタピン割り当てと信号名
を示します。

表 18 : 10/100/1000BASE-T管理ポートケーブルのピン割り当て

信号ピン

BI DA+1

BI DA-2

BI DB+3

BI DC+4

BI DC-5

BI DB-6

BI DD+7

BI DD-8

次の図に 10/100/1000BASE-Tケーブルの配線図を示します。
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図 20 : 10/100/1000BASE-Tツイストペアケーブルの配線図

次の表に、10/100BASE-T管理ポート（MDI）ケーブルのコネクタピン割り当てと信号名を示
します。

表 19 : 10/100BASE-T管理ポートケーブルのピン割り当て

信号ピン

TD+1

TD-2

RD+3

RD-4

未使用5

未使用6

未使用7

未使用8

次の図に 10/100BASE-Tケーブルの配線図を示します。
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図 21 : 10/100BASE-Tツイストペアケーブルの配線図

サポートされる電源コードとプラグ
各電源装置には電源コードが付属しています。IEC 60320 C13コンセントの付いた配電ユニッ
トへの接続には、標準の電源コードまたはジャンパコードが使用できます。キャビネット用の

ジャンパ電源コードは、標準の電源コードの代わりにオプションとして使用できます。

電源コード

標準の電源コードには、スイッチとの接続側に IECC15コネクタが付いています。オプション
のジャンパ電源コードには、スイッチとの接続側に IEC C15コネクタ、IEC C13コンセントと
の接続側に IEC C14コネクタが付いています。

•使用できるのは、スイッチに付属の標準の電源コードまたはジャンパ電源コードだけで
す。

•システムのオプションの電源コードを注文しない場合は、ユーザの責任で製品に適した電
源コードを選択します。この製品と互換性がない電源コードを使用すると、電気の安全性

に関する危険が生じる可能性があります。アルゼンチン、ブラジル、および日本向けの注

文では、システムとともに注文される適切な電源コードが必要です。

（注）

次の図では、Cisco MDS 9132Tスイッチ電源のサポートされているプラグを示しています。
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図 22 : 650 W電源プラグ

イタリア

1/3Gプラグ、CEI
23-16（10 A）

5アルゼンチン、

IRAM 2073プラグ（10 A）

1

英国

BS89/13、BS
1363/A

（13A、交換可能
なヒューズ）

6北米

NEMA 5-15Pプラグ（15
A）

2

南アフリカ

EL 208、SABS
164-1（10 A）

7オーストラリア、ニュー

ジーランド

SAA/3プラグ、AS/NZS
3112-1993（10 A）

3

スイス

12GSEV1011（10
A）

8欧州

VIIGプラグ、CEE（7）VII
（16 A）

4
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ジャンパ電源コード
The following figure shows the C14 and C15 connectors on the optional jumper power cord for the Cisco
MDS 9132T Switch. The C15 connector connects into the C14 inlet on the Cisco MDS 9132T Switch
power supply, while the C14 connector connects into the C13 receptacle of a power distribution unit for
a cabinet.

図 23 : Connectors on Jumper Power Cord for Cisco MDS 9132T Switch
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付録 B
設置場所の準備およびメンテナンス記録

この項には、Cisco MDS 9132Tマルチレイヤファブリックスイッチの設置時に使用する設置
場所チェックリストとメンテナンス記録が収録されています。

スイッチの設定情報を確認する方法については、『Cisco NX-OS Fundamentals Configuration
Guide』を参照してください。

（注）

•設置環境チェックリスト（75ページ）
•連絡先および設置場所情報（77ページ）
•シャーシおよびネットワークの情報（78ページ）

設置環境チェックリスト
スイッチを正常に稼働させ、適切な通気を保持し、作業を容易にするには、装置ラックまたは

ワイヤリングクローゼットの設置環境を整え、配置を決めることが重要です。次の表を参照

し、Cisco MDS 9132Tスイッチを設置する前に準備作業を完了しておくことを推奨します。

設置場所に必要な空調要件を決定するときには、熱放散を考慮してください。
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表 20 :設置環境のチェックリスト

日付時刻確認者準備作業作業番号

設置場所の確認

•広さおよびレイアウ
ト

•床の表面仕上げ

•衝撃および振動

•照明

•メンテナンス作業の
容易さ

1

環境の確認

•周囲温度

•湿度

•高度

•空気の汚染

•エアーフロー

2

電源の確認

•入力電源のタイプ

•電源コンセント1

•電源コンセントと機
器の距離

•電源モジュール用の
専用回路

•冗長電源モジュール
用の専用（個別）回

路

•電源障害時用のUPS2

3
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日付時刻確認者準備作業作業番号

アースの確認

•回路ブレーカーの容
量

• COアース（AC電源
システム）

4

ケーブルおよびインター

フェイス機器の確認

•ケーブルタイプ

•コネクタタイプ

•ケーブルの距離制限

•インターフェイス機
器（トランシーバ）

5

電磁波干渉（EMI）の確
認

•信号の距離制限
•設置場所の配線

• RFI3レベル

6

1.シャーシに搭載した電源モジュールに、専用の AC電源回路が用意されていることを確認してください。

2. UPS = Uninterruptible Power Supply（無停電電源装置）。

3. RFI = Radio Frequency Interference（無線周波数干渉）。

連絡先および設置場所情報
次のワークシートに、連絡先および設置場所の情報を記録してください。

表 21 :連絡先および設置場所情報

担当者

担当者の電話番号

担当者の Eメール

建物および設置場所の名称
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データセンターの位置

設置フロアの位置

住所（1）

住所（2）

市町村

状態

郵便番号

国

シャーシおよびネットワークの情報
次のワークシートに、シャーシおよびネットワークの情報を記録してください。

契約番号：

シャーシのシリアル番号：

製品番号：

スイッチの IPアドレス

スイッチの IPネットマスク

ホスト名

ドメイン名

IPブロードキャストアドレス

ゲートウェイおよびルータのアドレス

DNSアドレス

モデムの電話番号

Cisco MDS 9132Tファイバチャネルスイッチハードウェアインストールガイド
78

設置場所の準備およびメンテナンス記録

シャーシおよびネットワークの情報


	Cisco MDS 9132T ファイバ チャネル スイッチ ハードウェア インストール ガイド
	目次
	はじめに
	はじめに
	対象読者
	表記法
	関連資料
	マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート

	製品概要
	ファン モジュール
	電源モジュール
	ラインカード拡張モジュール
	スイッチ LED
	サポートされる SFP+ トランシーバ

	キャビネットおよびラックへの設置
	キャビネットおよびラックの要件
	キャビネットおよびラックの一般的な要件
	穴あき型キャビネットの要件
	基準穴あき型キャビネット

	1 枚壁型キャビネットの要件


	Cisco MDS 9132T スイッチの設置
	インストール前
	Installation Options
	Cisco MDS 9000 ファミリ Telco および EIA シェルフ ブラケット
	シェルフの設置に関するガイドライン
	シェルフ ブラケット取り付け前の作業
	必要な工具
	2 支柱 Telco ラックへのシェルフ ブラケット キットの取り付け
	4 支柱 EIA ラックへのシェルフ ブラケット キットの取り付け


	スイッチの事前インストール
	エアーフローに関する考慮事項
	AC 電源システムの接続に関する注意事項
	インストールのガイドライン
	スイッチの開梱および確認


	スイッチの設置
	シェルフ ブラケット上にスイッチを取り付ける（オプション）
	4 個のポスト ラックヘのスイッチの設置
	2 支柱ラックへのスイッチの取り付け
	シェルフ ブラケット キットの取り外し（オプション）

	スイッチのアース接続
	コンポーネントの取り付けと取り外し
	ライセンス拡張モジュールの設置と取り外し
	ラインカード拡張モジュールの取り付け
	ラインカード拡張モジュールの取り外し

	電源装置の取り付けと取り外し
	電源装置の取り付け
	電源装置の取り外し

	ファン モジュールの取り付けおよび取り外し
	ファン モジュールの取り付け
	ファン モジュールの取り外し


	スイッチの電源投入

	Cisco MDS 9132T スイッチの接続
	ネットワーク接続の準備
	コンソール ポートの接続
	PC へのコンソール ポートの接続
	コンソール ポートへのモデムの接続

	管理ポートの接続
	ファイバ チャネル ポートへの接続
	SFP トランシーバのケーブルの取り外しおよび取り付け
	SFP トランシーバへのケーブルの取り付け
	SFP トランシーバからのケーブルの取り外し

	SFP トランシーバの取り外しおよび取り付け
	SFP トランシーバの取り付け
	SFP トランシーバの取り外し

	SFP トランシーバおよび光ファイバ ケーブルのメンテナンス

	スイッチの電源投入

	技術仕様
	スイッチの仕様
	電力仕様
	一般的な電源仕様
	電源要件仕様

	SFP トランシーバの仕様
	シスコ ファイバ チャネル SFP+ トランシーバ
	シスコ ファイバ チャネル 32 Gbps SFP+ トランシーバの基本仕様
	32 Gbps SFP の電力要件および環境条件
	シスコ ファイバ チャネル 16 Gbps SFP+ トランシーバの基本仕様
	電力要件および 16 Gbps SFP + トランシーバの環境条件
	シスコ ファイバ チャネル 8 Gbps SFP+ トランシーバの基本仕様
	8 Gbps SFP+ トランシーバの電力要件および環境条件
	シスコ CWDM SFP トランシーバの光仕様



	ケーブルおよびポートの仕様
	ケーブルおよびアダプタ
	コンソール ポート
	コンソール ポートのピン割り当て
	DB-25 アダプタを使用してコンピュータにコンソール ポートを接続
	DB-9 アダプタを使用してコンピュータにコンソール ポートを接続

	MGMT 10/100/1000 イーサネット ポート
	サポートされる電源コードとプラグ
	電源コード
	ジャンパ電源コード


	設置場所の準備およびメンテナンス記録
	設置環境チェックリスト
	連絡先および設置場所情報
	シャーシおよびネットワークの情報


